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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

奥出雲町民一日議会
　奥
出
雲
町
議
会
は
、町
民
の
意
見
を
議
会

形
式
で
直
接
聴
き
、政
策
へ
反
映
し
て
い
く

初
の
試
み
と
し
て
１０
月
２３
日
、「
町
民
一
日

議
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　一
日
議
会
に
は
１１
組
の
発
言
者
が
参
加

し
、１
組
あ
た
り
約
１０
分
の
持
ち
時
間
で
、発

言
の
後
に
議
員
に
よ
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。発
言
内
容
は
、町
の
Ｐ
Ｒ
、交
通
弱
者
対

策
、医
療・福
祉
、移
住・関
係
人
口
、文
化
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　発
言
者
に
は
横
田
高
校
生
や
島
根
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
生
徒
な
ど
、学
生

も
多
く
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、横
田

高
校
生
の
福
田
光
さ
ん
は「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
使
っ
て
、奥
出
雲
町
の
関
係
人
口
を
増

や
そ
う
」と
い
う
テ
ー
マ
で
発
言
し
、今
後
、

進
学
に
よ
り

町
か
ら
離
れ

る
こ
と
に
な
っ

て
も「
私
は
必

ず
奥
出
雲
に

帰
っ
て
き
ま

す
。」と
述
べ
、

「
私
が
大
学
を

卒
業
し
、帰
っ

て
き
た
と
き

に
、奥
出
雲
町

が
若
い
人
が

活
躍
で
き
る

場
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。」

と
提
言
し
ま

し
た
。

　

ホ
シ
ザ
キ
株
式
会
社
か
ら
町
に
寄
附

　ホ
シ
ザ
キ
株
式
会
社
か
ら
町
に
対
し
、１
千
万
円
の
寄
附
を
頂

き
ま
し
た
。同
社
か
ら
は
、平
成
２９
年
か
ら
毎
年
１
千
万
円
の
寄

附
を
頂
い
て
お
り
、総
額
６
千
万
円
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　贈
呈
式
は
１０
月
１３
日
、役
場
仁
多
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、同
社
常

務
執
行
役
員
の
落
合
島
根
工
場
長
か
ら
糸
原
町
長
に
対
し
、目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。寄
附
金
は
、「
人
づ
く
り
、教
育
に
係
る
事

業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
、高

校
魅
力
化
や
、小
中
学
校
の
読
書
活
動
、教
育
用
I
C
T
機
器
の

整
備
、ふ
る
さ
と
教
育
、楽
器
の
購
入

な
ど
教
育
の
振
興
に
幅
広
く
活
用
し

て
い
ま
す
。

　落
合
工
場
長
は
、奥
出
雲
町
の
目

指
す
子
ど
も
像
で
あ
る「
奥
出
雲
町

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、自
ら
と
ふ

る
さ
と
の
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と
す

る
子
ど
も
」に
賛
同
し
、寄
附
を
小
・

中
・
高
校
に
対
す
る
教
育
推
進
事
業

の
一
助
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と

述
べ
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
町
に
寄
附

　明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
町
に
対
し
、３０
万
４
千
５
百
円
の

寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。同
社
か
ら
は
、令
和
２
年
か
ら
毎
年
寄
附
を
頂
い
て

お
り
、今
年
で
３
年
目
で
す
。

　贈
呈
式
は
１０
月
１９
日
、役
場
仁
多
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、同
社
松
江
支
社
の

瀬
戸
支
社
長
か
ら
糸
原
町
長
に
対
し
、目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。寄
附
金

は
、同
社
が
行
う
社
会
貢
献
活
動「
地
元
の
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
、全
国
の
同
社
従
業
員
が

ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
に
対
し
て
行
う
募
金
に
、会

社
拠
出
の
寄
附
を
上
乗
せ
し
、「
私
の
地
元
応
援
募

金
」と
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　瀬
戸
支
社
長
は
、「
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
へ
の
一
助
と
し
て
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

第
２９
回
ス
ル
タ
ン
ア
ズ
ラ
ン
シ
ャ
ー
カ
ッ
プ
激
励
式

　マ
レ
ー
シ
ア
の
都
市
イ
ポ
ー
で
開
催
の
ホ
ッ
ケ
ー
大
会「
第
29
回
ス
ル

タ
ン
ア
ズ
ラ
ン
シ
ャ
ー
カ
ッ
プ
」に
参
加
さ
れ
る
、横
田
高
等
学
校
男
子

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
佐
伯
昂
大
さ
ん
に
対
す
る
激
励
式
が
、10
月
19
日
、役
場

仁
多
庁
舎
で
あ
り
ま
し
た
。佐
伯
さ
ん
は
、日
本
代
表
チ
ー
ム「
サ
ム
ラ
イ

ジ
ャ
パ
ン
」の
１
人
と
し
て
選
出
さ
れ
、日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
18
人
で
最
年

少
、唯
一
の
10
代
で
す
。ま
た
、島
根
県
の
高
校
生
の
日
本
代
表
入
り
、そ

し
て
島
根
県
在
住
の
選
手
の
出
場
も
初
め
て
で
す
。

　激
励
式
に
お
い
て
佐
伯
さ
ん
は
、ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
プ
レ
ー
で
得
点

に
貢
献
し
た
い
と
、勝
利
へ
の
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

　２
０
２
２
年
度
全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
出
場
す

る
セ
ル
リ
オ
島
根
に
対
す
る
激
励
式
が
１０
月
５
日
、役
場
仁
多
庁
舎

で
あ
り
ま
し
た
。代
表
の
安
部
隆
史
さ
ん
が
参
加
し
、大
会
へ
の
意
気

込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　大
会
の
結
果

　大
会
は
、１０
月
１４
日
か
ら
１６
日
に

か
け
て
東
京
都
の
大
井
ホ
ッ
ケ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。セ
ル
リ
オ
島

根
は
１４
日
に
表
示
灯
フ
ラ
ー
テ
ル

と
対
戦
し
１
対
２
で
惜
敗
。ベ
ス
ト

８
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　大
会
の
結
果

　大
会
は
11
月
１
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
、日
本・マ
レ
ー
シ
ア・韓
国・南

ア
フ
リ
カ・エ
ジ
プ
ト・パ
キ
ス
タ
ン
の
６

ケ
国
が
参
加
し
ま
し
た
。日
本
は
、１
回

戦
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
と
、そ
の
後
の
順

位
決
定
戦
に
よ
り
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度

全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
激
励
式

令
和
４
年
度
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

◆
◆

◆
◆

　宝く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
、宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
1
つ
で
あ
る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
り
、
2
つ
の
団

体
に
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ま
ち
づ
く
り
産
業
課

　有線
：
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–
5
2
6
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　電話
：
54
–
2
5
2
4

●
原
田
自
治
会

　原田
自
治
会
に
和
室
用
会
議
テ
ー
ブ
ル（
20
台
）と
椅

子（
40
脚
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。今
回
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
、高
齢
者
や
子
ど
も
を
含
む
家
族
が
身
体
的
な

負
担
な
く
、気
楽
に
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

●
大
曲
自
治
会

　大曲
自
治
会
に
エ
ア
コ
ン（
2
台
）、机
、椅
子
、L
E
D
照
明
器
具
、冷
蔵
庫
、

カ
ラ
オ
ケ
用
品
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品
、テ
ン
ト
、パ
ソ
コ
ン
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、複
合

機
等
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。今
回
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化
や
健
康

増
進
、I
T
ス
キ
ル
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

除雪作業に
ご協力を!
①自動車の路上駐車や放置はやめてください。
②道路の路肩の資材などは事前に移動しておいてください。
③積雪で立木などが道路へ垂れ下がる場合には、所有者の方で事前に伐採をお願いします。
なお、除雪に支障がある場合には道路管理者で取り除くことがあります。
④流雪溝のフタを取り雪捨てをした後は、すぐにフタを元通りにしてください。
⑤道路状況によっては田畑、空地、水路等へ排雪する場合がありますので、ご理解ご協力を
お願いします。
⑥道路除雪による住宅などの入り口部分の雪処理にご協力
ください。玄関や車庫の前に、どうしても雪が残ってし
まうことがあります。一軒一軒の出入口の確保や、各家
庭に合わせた道路除雪作業はできません。ご自宅の出入
口の除雪はみなさんでおこなっていただくようご協力を
お願いします。

※除雪は状況により、主要幹線道路(国道・県道・バス路線など)を優先に早朝から始めます。

（お問い合わせ）  雲南県土整備事務所　仁多土木事業所　　 TEL.54-1251
　　　　　　　  奥出雲町役場　建設課　　　　　　　　　TEL.52-2675

今年も積雪の時期になりました。
積雪の状況によって除雪を行います。
作業が順調に進むよう、次のことに
ついてご協力をお願いいたします。


